
令和７年２月１４日

熊谷市教育委員会

熊谷市

令和６年度
地域部活動推進事業に係る

実証事業報告会



本日の内容

１ 熊谷市について

２ 熊谷市の現状と課題

３ 熊谷市部活動地域連携に向けた

検討委員会

４ 令和６年度の取組と今後の予定

５ 実証事業について



熊谷市について

○埼玉県北部

○人口 １９１，１０８人
（令和６年１２月現在）
１９２，２７６人
（令和５年１１月現在）
▲１，１６８人

○小学校２８校

○中学校１６校

熊谷市マスコットキャラクター

ニャオざね



熊谷市の現状

○中学校 １６校
○生徒数 ４，４３８人

○運動部１６３部活
○文化部 ３４部活

合計１９７部活

○教職員数 約３９０人
（管理職や養護教諭含む）

○運動部活動指導員２名
○外部指導者運動部５０名、文化部５名
（予算は５５名分）



熊谷市の課題①（少子化問題）

1982年
42年前

1987年
37年前

2018年
6年前

2024年
現在

2035年
11年後

2045年
21年後

2055年
31年後

児童数 19,018 16,708 9,556 8,535 6,761 5,963 5,115

生徒数 8,876 9,906 4,771 4,438 3,582 3,161 2,699

合計 27,894 26,614 14,327 12,973 10,343 9,124 7,814

１９８７年
３7年前

9,906人

２０２４年
現在

4,438人

２０５５年
３1年後

2,699人

（児童生徒数 推移と将来推移）



熊谷市の課題②（教員の働き方）

○指導したい
どちらかといえば指導したい

４１％

指導したい

24%

どちらかといえば

指導したい

17%
どちらかといえば

指導したくない

25%

指導したくな

い

34%

指導したい どちらかといえば指導したい

どちらかといえば指導したくない 指導したくない

○指導したくない
どちらかといえば指導したいたくない

５９％（163名）
○休日は休みたい 46.6％
○専門的知識がない 24.8％

（教職員 休日の部活動についての意識調査290名）



熊谷市の課題

○少子化の中でも生徒にとって
望ましい持続可能な部活動の実施

○先生方の働き方改革の実現

熊谷市部活動地域連携に向けた
検討委員会の設置

2つの課題を同時
に解決できる？



熊谷市部活動地域連携に向けた検討協議会

委員

・埼玉県スポーツ協会専務理事・熊谷市スポーツ協会専務理事
・熊谷市中体連会長・熊谷市部活動外部指導者代表
・熊谷市スポーツタウン推進課・熊谷市教育委員会
・部活動顧問代表・退職校長（熊谷市スポーツ協会・市教委）

部活動ガイドライン 熊谷モデル

調査研究
・部活動に関する
実態調査等
(教員・外部指導者)

持続可能な活動
・熊谷市の人材や財源の中で
今後も持続できる活動の
検討



持続可能な部活動のために、熊谷市で

○お金･･･ 指導者への謝金、施設使用料、
生徒・指導者への保険料、
活動にかかる用具代等･･･

○人材･･･ 指導者・この活動を中心で行う人

なるべくお金をかけない！

今ある人材を活用する！

今ある部活動を継続しつつ
望ましい部活動の在り方を探していく



令和６年度の取組と今後の予定

● ４月 埼玉県運動部活動推進事業 採択

● ５月 第１回部活動地域連携に向けた検討協議会

● ６月 補正予算成立

● ７月 実証開始（７月～１２月の指定した土曜日）

● ３月 第２回部活動地域連携に向けた検討協議会予定



実証概要

■拠点校方式で活動を実施

部活動 活動拠点 指導者数 活動回数

剣道
令和５年度から継続

●富士見中
●大幡中

中学校教諭２名
市教委２名

外部指導者２名
１８回予定

陸上
令和５年度から継続

●富士見中
●三尻中

中学校教諭５名
（陸上部がない学校か

らも参加）
外部指導者３名

１０回予定

ラグビー
令和６年度から新規

●荒川河川敷
中学校教諭８名
高校教諭１名

立正大学学生３名
１０回予定

部活動指導をやりたい、教諭・外部指導者

近隣の高校の先生、市内にある立正大学学生



参加生徒

■市内すべての中学校１～３年生に
案内を送付し希望者が参加している。
部活動 参加人数 部がある学校 部がない学校

剣道
６校から
３７名

６校 ０校

陸上
６校から
４９名

２校 ４校

ラグビー
６校から
１０８名

５校 ２校



実証内容（活動の様子）写真と動画

【剣道】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【剣道】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【剣道】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【陸上】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【陸上】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【陸上】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【ラグビー】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【ラグビー】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【ラグビー】



実証内容（活動の様子）写真と動画

【ラグビー】



実証内容（成果と課題①）○成果 ▲課題

○専門的な知識や技能のある指導者から、指導を受ける

ことができた。剣道は１対１の稽古だけではなく昇級審

査のための型の練習が必要となるため。

○市内１６校すべての学校に案内をだしたところ、１３

校の生徒が応募した。近隣学校では、生徒を全員参加さ

せ、学校での休日の活動を休みにして顧問が休むことが

できた。



実証内容（成果と課題②）○成果 ▲課題

○部員数の少ない学校では、練習試合や他の学校に行く

機会も少ないが、この事業に参加したことで、他の学校

の生徒と交流することができた。

○昇級審査等で、他の会場に行ったとき、自分の学校の

生徒は少なかったが、実証事業で知り合った生徒が多く

いて心強かった。（実際の生徒の意見）



実証内容（成果と課題③）○成果 ▲課題

▲緊急時の対応

▲拠点校を増やしていく必要がある

▲指導者の確保

▲会場の確保

▲事業を運営していく財源

▲運営していく担当者の負担

１ 今後事業を拡大するための課題



御静聴ありがとうございました。
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